




昨年度の研究報告書にも述べたように,新生児・未熟児医療の進歩した今日においても,新

生児の感染症対策は重要課題の一つである。intensive care により出生後の適応障害の危

機を乗り越えた児が,その後の経過中に,敗血症あるいは髄膜炎を併発し不幸に転機をとる

ことも少なくない。わが国の指導的立場にあるNICUにおいて養護される超・極小未熟児の

中にも,RDS の回復期に敗血症,髄膜炎を合併する例があり,その対策の重要性を指摘した

報告は多く,種々の角度から検討されているが,未解決の点も多い。この新生児の感染症に

関して研究協力者と共に,昨年度から引き続き研究をおこなっているが,本年度に得られた

成果について以下にその概要を述べてみたい。尚,研究成果の詳細は,各々の研究者の報告

書に委ねるものとする。 


